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＜連絡事項＞

・３／２７（火）１３：３０～症例検討会・行動制限最小化委員会がありますので、担当患者様の状態を入力して下さい。

（市川　真紀子様　木村　忠史様　木村　義重様　蛭名　豊美様　清川　厚子様）

・向かって一番右の洗面所の詰まりですが修理完了しています。

・本日17：30～の院内研修の出欠を各自でパソコンに入力して下さい。勤務の都合で欠席する場合も必ず欠席理由も入力して下さい。

＜患者様連絡事項＞

滝澤　久江様　妹様の面会時に最近、尿臭、尿漏れが少なくなっている為、夜間だけ

　　　　　　　尿取りパッド使用し様子見ている事伝えています。薄い尿取りパットを

　　　　　　　依頼していますが、「本人が選んだ物なので、今までので様子見て欲しい。」

　　　　　　　と言われていますので、引き続き使用して使いづらい場合は再度、ご家族へ話しましょう。

松橋　繁雄様　本日の夕食時、「歩けない」と話され、スタッフが再三促すもレストラン移動に難色を示し、摂取していません。夕食後本人に改めて理由を問うと「食べたいという気持ちはあるが、お膳を持ってきてもらうのもスタッフに迷惑がかかるから」と話されています。本日の日勤帯で本人に今思っている事等を聞くと、「暇じゃないんだよ。頭がいっぱいで。なんで入院しているのか分からないし。早く退院したい。」と話され、病識に欠ける発言聞かれています。また「自分の頭の中にもう一人の自分がいて葛藤している。ご飯を食べないといけないと思う自分と、そうじゃないと考えている自分がいて前者の考えが先行しているから、頑張ってレストランで食べているんだ」と現在の自分の精神状態について振り返っています。自ら訴える事があまりない患者様ですので、スタッフサイドから本人へアプローチしていき、本人の訴えを引き出して、溜め込まないように促していきましょう。食事を拒否された場合は、その理由についても話して頂きましょう。

東海林　康之様　本日の歯科診察で治療終了となっています。

＜レク活動評価・検討＞

今週は、ほめシャワー、漢字ビンゴ、お手玉点数ゲーム、背中文字当てゲームを実施して

います。

· 全体的な評価として、ＡグループとＢグループの種目は同じですが、理解力やできる

程度が異なるため、企画する段階でやり方や工夫が必要です。

· また、集合時間について西病棟の患者様が移動距離が少ないため、ルーズな面が見られ

ます。時間を守り、スムーズに進行できるように声掛け等行っていきましょう。

＜猪股Ｄｒケースカンファレンス＞

駒木　洋士様　話し掛けの多さは見られるが、自制することはできています。夜間の尿失禁もないです。特定の患者様に対して長時間話し続けることが多いため、時間を見て、他者の精神状態を考慮して、環境の調整をしていきましょう。

大橋　照子様　特定患者様への干渉は緩和してきていますが、時折口調強め減薬の希望を執拗に訴える事あります。患者様とのトラブルに注意していきましょう。また本日の日勤帯で御家族に外出について電話しており春先（3月いっぱい）は無理との事。4月上旬に面会に行く予定なので、その時に話し合う」と本人よりお話しがあります。

＜アルコール依存症治療プログラム評価・検討＞

浅坂　政美様　現在「内観」を行っています。本日のテーマ「友人について」というテーマに対して「自分は友達が少なくて、書けない」と話されていますが、書く事は出来ています。また先週のゼロの会にて心理の盛田さんに「西病棟は浅坂さんだけですから、何か愚痴でもありましたら何でも話して下さい」と言われて、話した後に「あまり人に愚痴を言うのは嫌だ」と話されています。これまでの第Ⅱ━期の感想としては「とにかくどんなテーマであれ考えるという行為が辛い。内容もそうだけど。」と内観に対する自らの気持ちを振り返っています。来週から外泊訓練がある為、その前後の本人の言動も観察していきましょう。

